
スポーツ鬼ごっこの魅力を伝える

「人生の先輩」への掲載を募集しています。

▲詳細

問 情報広報課（霞ヶ浦庁舎） 
☎ 029-897-1111

健康の秘訣をお聞きしました人生の
先輩

対象▶市内在住の65歳以上の方
応募▶情報広報課までお電話にてご連絡ください。
　　　右記の二次元コードからのご応募も可能です。
　　　掲載人数を超えた場合は抽選となり、もれた場合は翌月以降に再抽選します。
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　投稿作品（俳句・短歌・川柳）を募集します。8月1日金までに情報広報課（〒300-0192大和田562）へお願いします。
※�応募多数の場合は掲載されない場合があります。また、【電話番号】【漢字にはふりがな】の記載をお願いします。
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ゆっくり本を楽しむ
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8 月 図書館カレンダー

　■休館日：�月曜日
　（祝日の場合はその翌日）、

　　図書整理日
　◎お話会：８月はお休みです。

　この１年、皆さんはどんな本に出会いましたか？読書を通して感じたことはあ
りますか？感銘を受けた本の感想、好きな本の紹介文、または読書に関する想い
を標語に込めてお送りください。たくさんのご応募をお待ちしています。

問 図書館 ☎ 029-897-0647
応募資格 : 市内居住・在勤の方
募集区分 : 題材は自由。以下の３区分から募集します。複数作品の募集も可能です。
➊ おすすめの本紹介：1 人 1 作（300 文字以内）　
�専用の応募用紙を使用してください。( 図書館本館・分館カウンター、または図
書館ホームページからダウンロード )
※今年度から新規募集です。皆さんのおすすめ本を教えてください！
➋ 読書感想文：1 人 1 編（400 字詰原稿用紙 5 枚以内）
➌ 標語：1 人 3 句以内　( 例 ) 第 78 回読書週間の標語「この一行に逢いにきた」
※応募作品の原本はお戻ししませんのでご了承ください。
※他のコンクールの受賞作は応募できません。

応募方法：�住所、氏名、電話番号、在勤の方は勤務先を明記の上、図書館本館へ
提出 ( 持参、郵送、メール )

応募先：〒 300-0134　かすみがうら市深谷 3719-1　かすみがうら市立図書館
メールアドレス：toshokan@city.kasumigaura.lg.jp
応募締切：9 月 5 日金 必着
❖入賞作は図書館本館に展示 (10 月 1 日水～ 11 月 9 日日 )

秋の読書週間の作品を募集します！

詳細はこちら
図書館 HP ▶

【合同読書会参加者募集のお知らせ】
　読書会連合会主催の合同読書会を開
催します。「本」を介して楽しくおしゃ
べりしませんか？初めての方もお気軽
にお申し込みください。

日時：9 月 20 日土 午前 10 時～正午
場所：下稲吉コミュニティセンター
内容：『100 万回生きたねこ』
　　　（佐野 洋子 作・絵 )
定員：20 名 ( お申し込み順 )
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　江戸時代末から明治初年にかけて、寺子屋や家塾
が各所にありましたが、崎浜にも宿通りの中ほどに
山口仙助が開いていた家塾がありました。仙助が「東
江」と号していたことから、近隣の人たちは、 「東
江先生」と慕って、学業ばかりでなく、日常の困り
ごとまでなんでも相談していたようです。
　東江先生は、文政 9 年（1826）崎浜に生まれ、 
家は裕福ではなかったようですが、幼少から向学心
に燃え、地元の殿岡清兵衛に学び、さらに田伏の服
部本英塾や長岡 ( 茨城町 ) の関白庵などで学業を重
ねられました。
　帰郷して間もなく、 その名声を知った村人たちに
乞われ、家塾を開いたのは、嘉永 5 年（1852）と
伝えられています。塾は、木っ端葺きの粗末な家の
一室を当て、漢学を中心に論語などを教えていまし
たが、非常に熱心で、冬の西風が吹けば、屋根や壁

歴史散歩 

崎浜の東
とうこう

江先生

市民学芸員の飯
いいつかりょうや

塚良哉さん
が、崎浜の東江先生につい
て話してくれました。

の板がバタバタと音を立て、隙間からはヒュウヒュ
ウと寒風が吹きこむ中でも、先生は泰然として教授
し、子どもたちも先生に絆

ほだ

されるように先生の教え
に応えていたとの話もあります。また、生活は清貧
そのもので、嵐で屋根が吹き飛んでしまったときは、
村人総出で復旧作業に当たったと語り草になってい
ます。そのため、大勢の希望者がありながら、 常時
5~6 人しか教授できなかったようですが、それでも
教えを受けたものは総勢 500 人を超えると伝わっ
ています。その傍ら、明治 5 年の学生発布後は、 学
校設立に向けて奔走し、同 10 年に加茂小学校が開
設されると、理事として教授として 9 年間奉職し
ました。退職後は、近隣の人たちに慕われながら、 
細々と悠々自適の生活を送り、先
生が 67 歳の時（明治 27 年）、徳を
慕う教え子たちは、固辞する先生
の声に耳を傾けることなく、先生
の頌

しょうとくひ

徳碑を近くの八坂神社境内に
建立しました。堂々とした頌徳碑
を目にした先生の胸中はいかばか
りだったろうか。
❖碑の撰文書は野口勝一氏 ( 野口雨情の伯父 ) です。
問 歴史博物館 ☎ 029-896-0017

▲崎浜八坂神社
　境内の頌徳碑

宍倉地区在住（79歳）
山
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　山崎さんは、膝の手術がきっか
けで、かすみがうらウエルネスプ
ラザへ通うようになりました。通
い始めて１年半ほどになるそうで
すが、筋力が衰えると、思うよう
に歩けなくなってしまうため、毎
日のように足の筋力アップにつな
がる運動をしています。仲間とも
会話しながら、楽しく運動してい
る姿が印象的でした。
　また「こういった体力づくりが
できる施設が近くにあって良かっ
た」とも話してくれました。

　多彩な趣味をお持ちの山崎さ
ん。①ゴルフ ②家庭菜園 ③そば
打ちと、充実した毎日を過ごして
いるようです。
　①ゴルフは月に３回、②畑では、
根菜やスナップエンドウ、トマト
など季節の野菜作り。そして、③
そば打ちは講座を開くほどの腕前
で、そば打ち同好会にも所属して
いるとのこと。
　家で過ごすより外に出て活動す
ることが、健康の維持につながる
秘訣となっているようです。
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